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１．はじめに 

 流動化処理土は流動性を有し，締固めが不要であるという特徴を持っており，多数の建設現場で用いられて

いる．流動化処理土はそのほとんどがプラントで製造され，品質管理されたものが利用されている．そのため，

流動化処理土の利用地がプラントから遠い場合には，運搬費がかさみコストが高くなってしまい，優れた特徴

を持っているにも関わらず，流動化処理土の利用がほとんどない地域があることや，埋設管の埋戻し時などの

利用量が少ない現場にはほとんど利用されていないのが現状である．こうした条件において流動化処理土のコ

スト削減のためには，現場で簡易的に製造することが考えられる．その際，現場での製造された流動化処理土

は，品質のばらつきが懸念される．そこで簡易的に流動化処理土の品質を確認する方法が必要であり，その方

法について検討した． 

 

２．実験方法  

 簡易的な流動化処理土の品質確認方法を検討するため，事前に行っ

た配合試験の結果を基に，原土量と水量の重量比を，流動化処理土利

用技術マニュアル１）（以下，「マニュアル」という．）の要求品質基準

（以下，「基準」という）を満足した 3.0：1.0 を基本とし，原土量を

±10～20%増減させ流動化処理土を0.01m3ずつ製造した．なお今回は，

埋設管の埋戻しにおける流動化処理土の利用を想定した．埋設管の埋

戻し時の基準は，表-1 に示す． 

 流動化処理土の原土には細粒分まじり砂（S-F）を用い，セメント添

加量は，60kg/m3と 70kg/m3の 2 パターンで実施した．流動化処理土の

原土の物性を表-2 に，作製した流動化処理土の配合比を表-3

に示す．また，全てのケースにおいて，再現性を確認するため，

3回同様の配合で流動化処理土を製造した．流動化処理土の製

造方法は，原土，水を容器に入れ，十分に攪拌した後，セメン

トを入れさらに攪拌した．攪拌時間は，泥水製造に 10 分，セ

メントを加えた後に 10 分の計 20 分とした． 

製造した流動化処理土について，基準に規定される密度，フ

ロー値，ブリージング率，一軸圧縮強度を測定するとともに，

簡易的に測定可能な粘度との関係性に着目し，粘度管理による

流動化処理土の品質管理について検討した．密度，フロー値，

ブリージング率，一軸圧縮強度の測定は，マニュアルに示される方法で測定し，粘度の測定は，粘度計を用い

て測定した．今回，泥水にセメントを加えた流動化処理土の密度に注目し，密度と各要求品質基準の関係を明

らかにした上で粘度と密度の関係をまとめ，考察した． 
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表-3 実験ケース 

表-1 マニュアルの要求品質基準 

表-2 流動化処理土の原土の物性

礫分 2.8 %

砂分 86.0 %

シルト分 6.0 %
粘土分 5.0 %

土粒子の密度 2.716 g/cm3

密度 1.5 g/cm3 以上
フロー値 160 mm 以上

ブリージング率 3 % 未満

127 kN/m2 以上

490 kN/m2 未満
一軸圧縮強度

セメント添加量

原土量 水量 （kg/m3）
1 2.4 1.0
2 2.7 1.0
3 3.0 1.0
4 3.3 1.0
5 3.6 1.0
6 2.4 1.0

7 2.7 1.0

8 3.0 1.0
9 3.3 1.0
10 3.6 1.0

Case 
比率

70

60
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３．実験結果と考察  

 図-1 にブリージング率と密度の関係を示す．ブ

リージングと密度には負の相関関係が見られた．セ

メント添加量60kg/m3の流動化処理土は，密度1.536

～1.645g/cm3となり全て基準を満足し，セメント添

加量70kg/m3では密度が1.535g/cm3以上であればブ

リージング率の基準を満足する結果となった． 図

-2 にフロー値，一軸圧縮強度（σ28）と密度の関

係を示す．今回実施した実験ケースでは，フロー値

と一軸圧縮強度（σ28）では，全てのケースで基準

を満たす結果となったが，回帰曲線から基準を満たす

密度の上限値を推定すると，セメント添加量 60kg/m3

では密度が 1.673g/cm3 を超えるとフロー値の基準を

満足出来なくなり，セメント添加量 70kg/cm3 では密

度が 1.669g/cm3 を超えると一軸圧縮強度の基準を満

足出来なくなると考えられる． 

 以上図-1，2 の結果から，基準に収まる密度の範囲

は，セメント添加量 60kg/m3 のケースで，1.536～

1.673g/cm3 となり，70kg/m3 のケースで，1.535～

1.669g/cm3であれば収まると考えられる． 

 次に，図-3 に密度と粘度の関係を示す．決定係数

は，セメント添加量 60kg/m3で 0.5399，セメント添

加量 70kg/m3で 0.7455 となった．そこで，図-1，2

の結果から求めた要求品質を満たす密度の範囲か

ら，回帰曲線で粘度の管理幅を推定した．その結果，

本実験で用いた原土は，粘度がセメント添加量

60kg/m3 では，6.54～21.8Pa･s，セメント添加量

70kg/m3では，5.62～11.4Pa･s の範囲に収まればマ

ニュアルに示す基準を満たす流動化処理土が製造

出きると考えられる． 

以上の結果より事前に配合試験を実施し，密度と

各基準値の関係を明らかにし粘度と密度の関係を求めることで，流動化処理土の品質管理幅を設定し，簡易的

な流動化処理土の品質管理を行なうことが出来る可能性があると考えられる．  

 

４．結論  

簡易的な流動化処理土の品質管理方法として粘度管理による方法を検討し，その結果，事前に配合試験等で

管理基準を設定することで，粘度により流動化処理土の簡易的な品質管理を行うことが出来る可能性が示唆さ

れた．今後の課題として，さらに異なる原土を用いることや，セメント添加量を変えたデータを蓄積する必要

がある． 
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図-1 ブリージング率と密度の関係 

図-3 密度と粘度の関係 

図-2 フロー値，一軸圧縮強度と密度の関係 

y = 0.0156x14.091

R2 = 0.5399

y = 0.1596x8.3089

R2 = 0.7455

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

1.450 1.500 1.550 1.600 1.650 1.700

密度（g/cm3）

粘
度

（
P

a・
s）

セメント添加量（60kg/m3）

セメント添加量（70kg/m3）

粘度の管理幅

（セメント添加量60kg/m3）

粘度の管理幅

（セメント添加量70kg/m3）

基準を満たす密度の範囲（60kg/m3）

基準を満たす密度の範囲（70kg/m3）

y = 351.42x-11.181

R2 = 0.5066

y = 111.85x-12.676

R2 = 0.1389

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

1.450 1.500 1.550 1.600 1.650 1.700

密度（g/cm3）

ブ
リ

ー
ジ

ン
グ

率
（
％

）

セメント添加量（60kg/m3）

セメント添加量（70kg/m3）

基準（ブリージング率）

基準を満たす密度の範囲（60kg/m3）

基準を満たす密度の範囲（70kg/m3）

y = 13005x-8.5432

R2 = 0.8255

y = 4676x-6.237

R2 = 0.7037

y = 0.9024x11.932

R2 = 0.8704

y = 1.7319x11.018

R2 = 0.8106

100

150

200

250

300

350

400

1.450 1.500 1.550 1.600 1.650 1.700

密度(g/cm3)

フ
ロ

ー
値

（
m

m
）

0

100

200

300

400

500

600

一
軸

圧
縮

強
度

σ
2
8
(kN

/
m

2)

フロー値（C-60kg/m3）
フロー値（C-70kg/m3）
一軸圧縮強度（C-60kg/m3）
一軸圧縮強度（C-70kg/m3）

基準（フロー値）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一軸圧縮強度）

基準を満たす密度の範囲（60kg/m3）

基準（一軸圧縮強度）

基準を満たす密度の範囲（70kg/m3）

土木学会第62回年次学術講演会(平成19年9月)

-772-

3-386


